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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 6日 (2005.10.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 互 い に 挿 入 式 に 嵌 合 し て 電 気 的 接 続 を 確 立 す る 嵌 合 部 を そ れ ぞ れ に 有
し た 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ と 、 そ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ を 特 定 の 組 合 せ で の み
相 互 接 続 で き る よ う に す る 誤 挿 入 防 止 機 構 と を 具 備 す る コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 誤 挿 入 防 止 機 構 は 、
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 嵌 合 部 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 複 数 の 係 合 部 を 有 す る 第 １ 案 内 部 と
、
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 嵌 合 部 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 案 内 部 の 前 記 複 数 の 係 合 部
に 相 補 的 に 係 合 可 能 な 複 数 の 係 合 部 を 有 す る 第 ２ 案 内 部 と を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ 案 内 部 と 前 記 第 ２ 案 内 部 と は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 複 数 の 係 合 部 同 士 が 相 補 係 合 可
能 で あ る と き に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ の 相 互 接 続 を 許 容 す る と と も に 、 該 係 合 部 の 相
補 係 合 下 で 該 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ を 前 記 嵌 合 部 同 士 が 正 対 姿 勢 で 平 行 移 動 す る 方 向 に 案
内 す る こ と 、
を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク
タ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

前 記 誤 挿 入 防 止 機 構 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 第 １ 案 内 部 に 併 設 さ
れ 、 該 第 １ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝 突 し て 、 該 第 １ コ ネ ク タ と 該 他 の コ
ネ ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 １ 衝 突 部 と 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 第 ２ 案 内 部 に 併 設
さ れ 、 該 第 ２ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝 突 し て 、 該 第 ２ コ ネ ク タ と 該 他 の
コ ネ ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 ２ 衝 突 部 と を さ ら に 具 備 す る

前 記 第 １ 案 内 部 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 嵌 合 部 を 実 質 的 に 包 囲 す
る 第 １ 壁 を 有 し 、 該 第 １ 案 内 部 の 前 記 複 数 の 係 合 部 が 、 該 第 １ 壁 に 形 成 さ れ て 前 記 第 ２ コ
ネ ク タ へ の 該 第 １ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び る 複 数 の 溝 か ら な り 、 前 記 第 ２ 案 内 部 は 、 前
記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 嵌 合 部 を 実 質 的 に 包 囲 す る と と も に 該 嵌 合 部 と の 間 に 前 記 第 １ 壁 を
受 容 す る 隙 間 を 画 成 す る 第 ２ 壁 を 有 し 、 該 第 ２ 案 内 部 の 前 記 複 数 の 係 合 部 が 、 該 第 ２ 壁 に
形 成 さ れ て 前 記 第 １ コ ネ ク タ へ の 該 第 ２ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び 、 前 記 複 数 の 溝 に 相 補
係 合 す る 複 数 の 突 条 か ら な る



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 誤 挿 入 防 止 機 構 は
、 第 １ コ ネ ク タ の 第 １ 案 内 部 に 併 設 さ れ 、 第 １ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝
突 し て 、 第 １ コ ネ ク タ と 他 の コ ネ ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 １ 衝 突 部 と 、 第 ２ コ ネ ク
タ の 第 ２ 案 内 部 に 併 設 さ れ 、 第 ２ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝 突 し て 、 第 ２
コ ネ ク タ と 他 の コ ネ ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 ２ 衝 突 部 と を さ ら に 具 備 す る コ ネ ク タ
装 置 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 第 １ 案 内 部
は 、 第 １ コ ネ ク タ の 嵌 合 部 を 実 質 的 に 包 囲 す る 第 １ 壁 を 有 し 、 第 １ 案 内 部 の 複 数 の 係 合 部
が 、 第 １ 壁 に 形 成 さ れ て 第 ２ コ ネ ク タ へ の 第 １ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び る 複 数 の 溝 か ら
な り 、 第 ２ 案 内 部 は 、 第 ２ コ ネ ク タ の 嵌 合 部 を 実 質 的 に 包 囲 す る と と も に 嵌 合 部 と の 間 に
第 １ 壁 を 受 容 す る 隙 間 を 画 成 す る 第 ２ 壁 を 有 し 、 第 ２ 案 内 部 の 複 数 の 係 合 部 が 、 第 ２ 壁 に
形 成 さ れ て 第 １ コ ネ ク タ へ の 第 ２ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び 、 複 数 の 溝 に 相 補 係 合 す る 複
数 の 突 条 か ら な る コ ネ ク タ 装 置 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る コ ネ ク タ 装 置 １ ０ は 、 前 述 し た 新 規 格 イ ン タ フ ェ ー ス 用 コ ネ ク
タ に 既 存 コ ネ ク タ を 使 用 す る 事 例 に お い て 、 特 に 有 効 に 採 用 で き る 。 つ ま り 、 上 記 し た 雄
コ ネ ク タ ２ ０ ０ が 既 存 コ ネ ク タ で あ る 場 合 に 、 そ の 本 体 ２ ０ ６ 及 び 接 触 子 と 構 造 的 に 同 一
の 本 体 １ ６ 及 び 接 触 子 １ ８ を 有 す る 第 １ コ ネ ク タ １ ２ は 、 既 存 の 雄 コ ネ ク タ ２ ０ ０ の シ ェ
ル ２ １ ２ に 若 干 の 加 工 を 加 え る と と も に 第 １ 案 内 部 材 ４ ０ を 取 付 け る だ け で 、 コ ネ ク タ
２ ０ へ の 誤 挿 入 を 確 実 に 防 止 可 能 な 新 規 格 イ ン タ フ ェ ー ス 用 コ ネ ク タ と し て 作 製 で き る
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２ １ に

３ 又 は ２

雌
２



。 同 様 に 、 上 記 し た 雌 コ ネ ク タ ２ ０ ２ が 既 存 コ ネ ク タ で あ る 場 合 に 、 そ の 本 体 ２ １ ０ 及 び
接 触 子 と 構 造 的 に 同 一 の 本 体 ２ ８ 及 び 接 触 子 ３ ０ を 有 す る 第 ２ コ ネ ク タ １ ４ は 、 既 存 の 雌
コ ネ ク タ ２ ０ ２ の 一 対 の 固 定 フ ッ ク ２ １ ４ に 若 干 の 加 工 を 加 え る と と も に 第 ２ 案 内 部 材 ４
２ を 取 付 け る だ け で 、 コ ネ ク タ ２ ０ へ の 誤 挿 入 を 確 実 に 防 止 可 能 な 新 規 格 イ ン タ フ ェ
ー ス 用 コ ネ ク タ と し て 作 製 で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 様 々 な
変 形 を 施 す こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 し た 第 １ 案 内 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 案 内 部 材 ４ ２ 、 ９
２ は 、 図 示 の よ う な 矩 形 枠 状 の 形 状 に 限 ら ず 、 矩 形 枠 を 上 下 又 は 左 右 に 分 割 し た 形 状 を 有
す る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 と は 反 対 に 、 第 １ 案 内 部 に 突 条 を 設 け 、 こ の 突
条 に 相 補 係 合 可 能 な 溝 を 第 ２ 案 内 部 に 設 け る こ と も で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 案 内 部 を 、 第 ２
コ ネ ク タ の 絶 縁 本 体 に 固 定 さ れ る パ ネ ル に 一 体 形 成 さ れ る 枠 状 部 か ら 形 式 す る こ と も で き
る 。 こ の 枠 状 部 は 、 上 記 し た 第 ２ 案 内 部 材 ４ ２ 、 ９ ２ と 同 様 の 構 成 を 有 す る こ と が で き る
。
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上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 特 徴 を 、 以 下 に 箇 条 書 き に ま と め て 列 記 す る 。
１ ． 基 本 構 成 は 、 互 い に 挿 入 式 に 嵌 合 し て 電 気 的 接 続 を 確 立 す る 嵌 合 部 を そ れ ぞ れ に 有

し た 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ と 、 そ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ を 特 定 の 組 合 せ で の み
相 互 接 続 で き る よ う に す る 誤 挿 入 防 止 機 構 と を 具 備 す る コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 誤 挿 入 防
止 機 構 は 、 第 １ コ ネ ク タ の 嵌 合 部 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 複 数 の 係 合 部 を 有 す る 第 １ 案 内 部 と
、 第 ２ コ ネ ク タ の 嵌 合 部 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 第 １ 案 内 部 の 複 数 の 係 合 部 に 相 補 的 に 係 合 可
能 な 複 数 の 係 合 部 を 有 す る 第 ２ 案 内 部 と を 具 備 し 、 第 １ 案 内 部 と 第 ２ 案 内 部 と は 、 そ れ ぞ
れ の 複 数 の 係 合 部 同 士 が 相 補 係 合 可 能 で あ る と き に 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ の 相 互 接 続 を 許
容 す る と と も に 、 係 合 部 の 相 補 係 合 下 で 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ を 嵌 合 部 同 士 が 正 対 姿 勢 で
平 行 移 動 す る 方 向 に 案 内 す る こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

２ ． ま た 、 上 記 １ 項 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ 案 内 部 の 各 々 の 複 数 の 係 合 部 は 、 第 １ 及 び
第 ２ コ ネ ク タ の 各 々 の 嵌 合 部 を 上 下 に ２ 分 す る 中 心 横 断 面 の 両 側 及 び 嵌 合 部 を 左 右 に ２ 分
す る 中 心 縦 断 面 の 両 側 に 配 置 さ れ る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

３ ． ま た 、 上 記 １ 又 は ２ 項 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ の 各 々 の 嵌 合 部 が 極 性 を 有
し 、 第 １ 及 び 第 ２ 案 内 部 の 各 々 の 複 数 の 係 合 部 は 、 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ の 各 々 の 嵌 合 部
の 中 心 に 関 し て 点 対 称 な 位 置 に 配 置 さ れ る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

４ ． ま た 、 上 記 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 誤 挿 入 防 止 機 構 は 、 第 １ コ ネ ク タ の 第
１ 案 内 部 に 併 設 さ れ 、 第 １ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝 突 し て 、 第 １ コ ネ ク
タ と 他 の コ ネ ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 １ 衝 突 部 と 、 第 ２ コ ネ ク タ の 第 ２ 案 内 部 に 併
設 さ れ 、 第 ２ 案 内 部 に 相 補 係 合 し な い 他 の コ ネ ク タ に 衝 突 し て 、 第 ２ コ ネ ク タ と 他 の コ ネ
ク タ と の 相 互 接 続 を 防 止 す る 第 ２ 衝 突 部 と を さ ら に 具 備 す る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

５ ． ま た 、 上 記 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 第 １ 案 内 部 は 、 第 １ コ ネ ク タ の 嵌 合 部
を 実 質 的 に 包 囲 す る 第 １ 壁 を 有 し 、 第 １ 案 内 部 の 複 数 の 係 合 部 が 、 第 １ 壁 に 形 成 さ れ て 第
２ コ ネ ク タ へ の 第 １ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び る 複 数 の 溝 か ら な り 、 第 ２ 案 内 部 は 、 第 ２
コ ネ ク タ の 嵌 合 部 を 実 質 的 に 包 囲 す る と と も に 嵌 合 部 と の 間 に 第 １ 壁 を 受 容 す る 隙 間 を 画
成 す る 第 ２ 壁 を 有 し 、 第 ２ 案 内 部 の 複 数 の 係 合 部 が 、 第 ２ 壁 に 形 成 さ れ て 第 １ コ ネ ク タ へ
の 第 ２ コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 へ 延 び 、 複 数 の 溝 に 相 補 係 合 す る 複 数 の 突 条 か ら な る コ ネ ク タ
装 置 で あ る 。

６ ． ま た 、 上 記 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 第 １ コ ネ ク タ は 、 嵌 合 部 を 有 し て 複 数
の 接 触 子 を 支 持 す る 絶 縁 本 体 と 、 絶 縁 本 体 を 被 覆 す る シ ェ ル と を 備 え 、 第 １ 案 内 部 が 、 シ
ェ ル に 取 付 け ら れ る 枠 状 部 材 か ら な る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。



　

　

　

(4) JP 2000-123920 A5 2005.11.24

７ ． ま た 、 上 記 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 第 １ コ ネ ク タ は 、 嵌 合 部 を 有 し て 複 数
の 接 触 子 を 支 持 す る 絶 縁 本 体 と 、 絶 縁 本 体 を 被 覆 す る シ ェ ル と を 備 え 、 第 １ 案 内 部 が 、 嵌
合 部 の 周 囲 に 位 置 す る シ ェ ル の 一 部 分 に 形 成 さ れ る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

８ ． ま た 、 上 記 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 第 ２ コ ネ ク タ は 、 嵌 合 部 を 有 し て 複 数
の 接 触 子 を 支 持 す る 絶 縁 本 体 を 備 え 、 嵌 合 部 を 挿 通 す る 開 口 を 有 す る パ ネ ル が 絶 縁 本 体 に
固 定 さ れ 、 第 ２ 案 内 部 が 、 パ ネ ル に 取 付 け ら れ る 枠 状 部 材 か ら な る コ ネ ク タ 装 置 で あ る 。

９ ． ま た 、 上 記 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 第 ２ コ ネ ク タ は 、 嵌 合 部 を 有 し て 複 数
の 接 触 子 を 支 持 す る 絶 縁 本 体 を 備 え 、 嵌 合 部 を 挿 過 す る 開 口 を 有 す る パ ネ ル が 絶 縁 本 体 に
固 定 さ れ 、 第 ２ 案 内 部 が 、 パ ネ ル に 一 体 に 形 成 さ れ る 枠 状 部 か ら な る コ ネ ク タ 装 置 で あ る
。
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